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研究成果の概要（和文）： まず、徳島県の無尽山地蔵寺（板野町）・国伝山地蔵寺（小松島市）・瑞龍山正興
寺（鳴門市）・東明山童学寺（石井町）の文献調査を行い、無尽山の所蔵文献目録（全10冊）、国伝山の所蔵文
献目録〔追補版〕を刊行した。そして、近世徳島における真言宗僧侶の修学・教授の実態を明らかにした。さら
に、『三宅松庵日記』（徳島県立図書館蔵）を解読し、近世の徳島言葉を収集・分析した。
　また、金陵山西大寺（岡山市）、籾山黌（津山市）、安国寺不動院（広島市）、西本願寺（京都）の文献を調
査し、真宗地方寺院僧侶の地元での修学、本山学林における修学、さらに、僧侶による庶民・武士教育の実態に
ついて、具体的な事例によって解明した。

研究成果の概要（英文）：First, we conducted a literature survey at the Mujinzan Temple, the 
Kokudenzan Temple, the Zuiryuzan Temple, and the Tomeizan Temple, all located in Tokushima 
Prefecture. We published the complete list of documents held by Mujinzan and a supplement to the 
list of documents held by Kokudenzan. Through this survey, we have revealed the reality of the 
learning and teaching of Shingon Buddhist monks in Tokushima during the early modern period. 
Furthermore, we deciphered the "Miyake Shoan Diary" (held in the Tokushima Prefectural Library) and 
collected and analyzed the Tokushima dialect of the early modern period.
Besides, we investigated documents held at the Kinryozan Temple in Okayama City, the Momiyama-ko in 
Tsuyama City, the Fudoin Temple in Hiroshima City, and the Nishi Hongan-ji Temple in Kyoto to 
clarify the reality of the learning of monks in the Jodo sect at local temples, the main temple's 
school, and the education of commoners and samurai by monks through specific examples.

研究分野： 日本語学

キーワード： 地方語史研究資料　教育・学習史研究資料　地方史研究資料　僧侶の修学と教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究では、近世僧侶の修学・教授実態を究明し、諸活動の中核となる寺院と僧侶の存在を浮かび上がらせ
た。また、地方人や僧侶の書き物から、当時の地方語と考えられる音韻事象・文法事象、様々な語詞を収集し
た。これによって、地方の寺院や諸機関に蔵された膨大な近世文献資料群が、地方語研究や近世僧侶の修学・教
授実態などの研究資料として有効に活用し得るものであることを明らかにし、これまで手薄であった近世・地方
に関する本格的な研究の扉を開いた点に意義がある。
　また、調査対象寺院について作成・公開した所蔵文献目録は、これに基づいた問い合わせや、原本調査の依頼
を受けるなど、関連する学問分野で利用されつつある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 地方語の歴史研究は、言語地理学的な研究によって大きな成果をあげてきた。しかし、言語地
理学的研究は、現在の言語事象における地理的分布を基に、過去の言語実態を推定するものであ
り、いわば状況証拠を積み上げることによって組み立てられたものであると言える。このような、
言語地理学的研究の弱点を補うためには、物的証拠を丹念に拾い集めて論を固める必要がある。
この物的証拠（過去の言語事象）が残されているのは、文献をおいて他には考えにくく、地方語
史研究の深化を図るためには、文献学的な地方語史研究が欠かせない。 
 このような文献学的研究の重要性・有効性については、夙に柴田武（1965）、迫野虔徳（1970）
などによって説かれてきた。そして、文献学的地方語史研究に有効な具体的な資料として、迫野
（1970・1982）や小林隆（1986）が、古文書・古記録、農書の類を提案したほか、小林芳規（1992）
は角筆文献、原（2011）は聞書きの類を用いた研究の可能性を指摘した。しかし、このように文
献学的研究の重要性・有効性が説かれてきたにもかかわらず、現在もなお、文献学的研究が、活
発に行われているとは言えない状況である。これは次のような難しさが原因となっていると考
えられる。まず、各地に残される膨大な量の様々な性格を有する古文書や、古記録（日記など）・
聞書き・角筆文献などは、書写されたものであるために、基本的には書記言語が用いられる。そ
のような文献群の中から、口頭語的な言語事象を豊富に含んだ、研究に堪え得る文献を探し出す
ことには、多大な労力を要するものである。時間をかけて調査しても、研究資料として利用でき
る文献を見出せなかったということも往往にしてあり得る結果である。それだけの労力を費や
す価値があるのかという疑問が、文献調査をためらわせるのである。また、文献の多くが写本で
あり、原本の解読が不可欠であることも、文献資料の活用を抑制する要因となっている。さらに、
見出された古文書や古記録といった文献が、どのような人間によって、どのような目的で書写さ
れたのかといった、当該文献の性格についての位置づけに困難を伴うこともマイナス要因とし
て働いている。しかし、文献学的な研究をなおざりにしたままでは、今後の地方語の歴史研究の
深化はない。様々な困難があるとしても、それを乗り越えて地方語史研究資料を開拓する必要が
ある。本研究は、あえてそれらの困難に立ち向かい、新たな文献資料を発掘し、地方語史研究を
推進することを目指した調査研究である。 
【参考文献】 
 小林 隆（1986）：「農書からみた近世の方言分布―〈糠〉と〈籾殻〉を例に―」『国語学』140 

 小林芳規（1992）：「方言史料として観た角筆文献」『国語学』171 

 迫野虔徳（1970）：「方言史料としての古文書・古記録」平山輝男博士還暦記念会編『方言研 

          究の問題点』明治書院 

 迫野虔徳（1982）：「『梅津政景日記』―江戸時代初期の東国武士のことば―」『文学研究』79 

 柴田 武（1965）：「言語地理学の方法と言語史」『ことばの研究』２ 

 原 卓志（2011）：「地方語史研究資料として見た学習記録―臨江山地蔵寺蔵『孟子聞録』を 

          例として―」『鳴門教育大学研究紀要』26 
 
２．研究の目的 
 地方語史研究を推進するための新たな文献資料の発掘と、発見された文献を用いた地方語史
研究を行うことを主たる目的としつつ、日本語史・教育史・日本近世史・日本仏教文学を専門と
する研究者の連携・協力のもと、以下の調査研究を実施する。 
 ①地方寺院に所蔵される古文書・典籍についての悉皆調査、および公的機関に所蔵される古文
書・古記録などの調査から、地方語史研究資料を見出し、その言語事象についての分析を行う。
また、平行して②予備調査によって、口頭語的な言語事象が多く抽出できると予想された古記録
（日記）の解読作業を進め、口頭語的な言語事象の抽出と、その分析を行う。さらに、③、調査
対象文献について、日本語学的な視点だけではなく、教育史・日本近世史、文学受容など様々な
視点から、研究資料としての価値を文献に付与することを目指す。それによって、地方語史研究
資料の発見のみにとどまらず、調査対象寺院や僧侶の教育活動・修学活動や、地域社会における
寺院・僧侶の活動実態など、地方の教育・学習史研究や仏教史などの歴史研究において価値ある
資料群を発掘し、分析する。 
 
３．研究の方法 
（１）地方寺院所蔵文献の悉皆調査と、所蔵文献目録・索引の作成・刊行 
 本研究では徳島県の真言宗寺院（無尽山地蔵寺、国伝山地蔵寺）において所蔵文献の悉皆調査
を実施し、調査対象寺院に所蔵される文献の全体像を把握する。それとともに、仏教史・教育史
を含め、地方の歴史研究にかかわる様々な分野の研究のための基礎資料として活用可能な情報



を掲載した所蔵文献目録と、文献目録を基にした索引（文献索引・人名索引・寺社名索引）を作
成する。所蔵文献目録は、悉皆調査と平行し、調査の終わった文献から作成に着手し、紙媒体に
よって分冊形式で順次刊行する。また、鳴門教育大学機関リポジトリを通してウェブ上にも公開
する。索引編は、目録完成後に作成・刊行し、ウェブ上に公開する。 
 
（２）公的機関所蔵の古文書・古記録についての調査 
 徳島県立図書館・同文書館に所蔵された古文書・古記録のうち、予備調査で口頭語的な言語事
象を確認した『三宅松庵日記』（1777～1781 年の日記）を中心に解読（翻刻）を進める。解読後
にはその全文を公表することを念頭に置き、研究期間内に第一次読解の完了を目指す。また、岡
山県・広島県等の公的機関に所蔵される文献についての調査も実施する。 
 
（３）地方語史研究資料に基づいた分析 
 本研究における寺院の悉皆調査や、公的機関所蔵の古文書・古記録の調査の過程で、口頭語的
な言語事象を抽出し、寺院文献などの他の文献から抽出された言語事象とともに分析し、その結
果をまとめて紀要等をとおして報告する。 
 
（４）調査対象寺院の歴史等、地方の歴史研究資料についての考察 
 悉皆調査によって得られる情報には、原（2015・2016）に指摘したように、これまでの市町 
村史などで明らかにされてきた歴史を補い、寺院や僧侶の修学・教授活動などの実態を明らかに
するものが多く含まれている。本研究では、地方語史研究資料の背景を明らかにするために、調
査対象寺院や僧侶の活動実態についても考察する。また、地方における寺院・僧侶の修学・教授
活動や地域社会における寺院・僧侶の活動など、地方の歴史研究において有益な資料について、
これを翻刻して紹介するとともに、研究成果をまとめて発表する。 
【参考文献】 
 原 卓志（2015）：「国伝山地蔵寺における「伝法灌頂」について」『鳴門教育大学研究紀要』 

          30 
 原 卓志（2016）：「国伝山地蔵寺蔵『國傳山并末寺寺家成立由緒支配宮等書上草案』―解説 
          と翻字本文―」『鳴門教育大学研究紀要』31 
 
４．研究成果 
（１）地方寺院所蔵文献の悉皆調査とその成果 
 徳島県の真言宗寺院である無尽山地蔵寺（板野郡板野町）において所蔵文献の悉皆調査を実施
し、令和３年１月に完了した。調査した文献については『無盡山莊嚴院地藏寺所藏文獻目録〔第
１冊（590 頁）、第２冊（536 頁）、第３冊（559 頁）、第４冊（534 頁）、第５冊（411 頁）、第６冊
（560 頁）、第７冊（500 頁）、第８冊（400 頁）〕』として私家版で刊行するとともに、鳴門教育
大学機関リポジトリをとおしてウェブ上に公開した。さらに８分冊に収録された文献名、および
各文献に記された奥書や印記等に見られる人名・寺社名についての索引を作成し、『無盡山莊嚴
院地藏寺所藏文獻目録〔索引１（352 頁）〕』『同〔索引２（440 頁）〕』として刊行し、同リポジト
リからウェブ上に公開した。また、同じく真言宗寺院である国伝山地蔵寺（小松島市小松島町）
において、新たに発見された文献を調査し、『國傳山寶珠院地藏寺所藏文獻目録〔追補（182 頁）〕』
を作成し、これについても同リポジトリからウェブ上に公開した。作成した文献目録を基に、所
蔵文献に関する問い合わせや、原本調査の依頼があった。これらの問い合わせや依頼は、作成し
た目録が、関連する学問分野の研究者の間で利用されつつあることを示しており、様々な分野の
研究のための基礎資料として活用可能な情報を掲載した所蔵文献目録作成という所期の目的を
達成したものと考えられる。 
 無尽山地藏寺の悉皆調査終了後、調査した所蔵文献の分析によって、徳島における真言宗新安
流の基幹寺院として浮かび上がってきた瑞龍山正興寺（鳴門市鳴門町）と東明山童学寺（名西郡
石井町）の二ヶ寺での悉皆調査に着手し、現在も継続中である。 
 徳島県以外の寺院では新型コロナウイルス感染症の流行などで、悉皆調査を実現することが
できなかったが、金陵山西大寺（岡山市）所蔵文献のほか、安国寺不動院（広島市）所蔵文献の
調査を実施するともに、西本願寺（京都）所蔵文献など広く文献調査を行い、近世の真宗寺院・
僧侶の修学・教育実態の解明に取り組んだ。 
 
（２）公的機関所蔵の古文書・古記録調査とその成果 
 本研究では主として徳島県立図書館に蔵される『三宅松庵日記』の解読を進めた。『三宅松庵
日記』は、安永６（1777）年５月から天明元（1781）年６月に至る日記で、第１巻から第 46 巻
（うち巻 23・24〈安永８年８月・９月〉と巻 31～33〈安永９年４月～６月〉を欠く）の 31 冊が
徳島県立図書館に蔵されている。研究期間中における全冊の読解を目指して、読解作業を進めた。
その結果、第 1冊から第 27冊についての第１次読解を終えたが、全冊の読解には及ばなかった。
また、第１次読解では意味不明部分を多数残すこととなった。今後は、本日記の翻字本文を作成・
公開するべく、第１次読解を早急に全冊に及ぼすとともに、注釈作業を含めて、日記全体を精読
する第２次読解を進める予定である。 



 以上のほか、岡山県津市の籾山黌関係文書、広島県立文書館所蔵の不動院資料の調査を行った
が、こちらもこの度の新型コロナウイルス感染症拡大の影響を蒙って、十分な調査を尽くすには
至らなかった。 
 
（３）文献資料に基づいた地方語分析とその成果 
 江戸時代の徳島言葉として、『三宅松庵日記』から抽出された「ぶんぶ」「しるい（じるい）」
「わやく」「こわる」「しとる」「せせる」「ほっこり（と）…打ち消し」といった語を取り上げて、
現行の徳島方言辞典の記述や、『日本国語大辞典』などの記述を参照しつつ分析した。これらの
語が当時の地方語であるとするための手続きの問題が課題として残されるが、安永期徳島言葉
であることを明らかにした。ここに取り上げた言葉以外にも、当時の口頭語であると考えられる
語が抽出されることから、『三宅松庵日記』は、地方語史研究資料として有効な文献であると結
論づけられる。また、徳島県海陽町宍喰浦で現在も用いられている方言風位語「ワイタ」（北東
から吹く強風）の語源について、同町の一乗山惣持院大日寺所蔵『新撰古暦便覧』に書き入れら
れた寛政３（1791）年８月 20 日の記述に見られる「脇北風（ワキタ）」を基に考察した。現在各
地に残る「ワイタ」が、北を挟んで東西にかかった方向から吹く強風であることを確認した上で、
「脇＋北」という方角がその語源であることを述べ、現代の「ワイタ」が、「ワキキタ」→「ワ
キタ（ワギタ）」→「ワイタ」という変化によって生じた語であることを論じた。そして、地方
語史研究を推進するためには、当該地域に生きた人々の用いた言葉に関するデータを蓄積する
ことが第一の課題であること。またその場合、たとえ断片的なものであっても、丹念に拾い集め
ることが重要であること。そして蓄積されたデータを基に、一つひとつの言葉について、その意
味や用法を周辺地域の言葉や、当時のいわゆる共通語などと比較検討することが求められるこ
とを述べた。 
 
（４）僧侶の修学・教授活動、地方寺院の歴史に関する分析と成果 
 悉皆調査によって得られた聖教の書写奥書や伝領記、また、灌頂記録や印信、血脉等の情報を
総合することで、江戸時代の真言宗僧侶個人に関する修学・教授活動実態の詳細を明らかにする
ことができた。まず、国伝山地蔵寺住職のうち、初代長見から第 16 代宥国までの修学・教授活
動実態について、文献の書写奥書や伝領記、血脉を資料として明らかにした。この後の第 17 代
長道・第 18 代宥雄（寛黙）、第 19代宥義の修学・教授活動についても分析を進め、論考として
発表する予定である。また、瑞龍山正興寺住職の修学実態（特に新安流の相承）について、国伝
山地蔵寺に蔵された血脉２種と比較しつつ分析し、血脉に記載される相承と、修学実態から明
らかになる相承とにズレがあることを明らかにした。さらに、無尽山地蔵寺所蔵の縁起関係
文書を用いて、資料の少ない中世から近世初頭の無尽山地蔵寺住職の修学等の事績につい
て明らかにした。 
 また、浄土真宗僧侶を取り上げて、僧侶養成教育の実態把握に努め、地方出身僧が中央本山
学校（学寮）で修学する意味を考察し発表した。また、西本願寺学林（京都）の学籍簿にあ
たる『大衆階次』を主たる資料として、徳島県の淨土真宗寺院から西本願寺学林に出向いて
学修に取り組んだ修学僧について把握し、修学僧の出身寺院，修学期間，身分などを考察し、
その修学実態を明らかにした。さらに、浄土真宗僧侶の活動を、寺院間ネットワークの観点
から把握するとともに、その活動を私塾学習者なども含めた地域学習史に位置付けること
に取り組み、武士の文字学習における寺院の役割や、庶民の教育・教化に果たす僧侶（とり
わけ旅する知識人としての旅僧）の意義などについて明らかにした。これに加えて、近世私
塾の事例として、旧美作国（津山市）の籾山黌（漢学・医学）の門人帳や塾規定（津山・仁
木家文書）を調査し、地元寺院の僧侶が入門していることを確認・把握した。 
 このほかに寺院の歴史研究として、無尽山地蔵寺の所蔵文献を用い、教団（高野山）に掌
握されつつも、中央寺院を本寺としない無本寺寺院であった無尽山地蔵寺の本末関係の形
成過程について、藩や、高野山正智院（法流）との関係とからめながら解明した。 
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